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あなたの声が区政を動かす

『広 聴 制度 』
区には、区政に対する区民の皆さ んの考えをお
伺いし、積極的に区政に反映させるシステム「広
聴制度」があります。「広聽制度」には次のよう
な方法があり ます。区政に対するご意見、ご要望。
ご提案を積極的にお寄せください。

世
論
調
査

世
論
調
査
は
昭
和
4
7年
か
ら
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
意
識
な
ど
の
基
本
的
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
区
政
運
営
の
方
向
や
問
題
点
を
探

忝
と
と
も
に
、
条
例
や
計
画
立
案
の
参

考
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
定

住
性
」「
区
政
関
心
度
」
「
施
策
へ
の
要

望

の
ほ
か
、
「
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

先
月
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
来
年
4
月
の
「
あ
だ
ち

広
報
」
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

区
役
所
ぼ
政
情
報
室
で

「あ
ら
ま
し
」

を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
調
査
内
容
を
掲
載

し
た
報
告
書
は
、
同
時
期
か
ら
区
政
情

報
室
や
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

裹
「
回
調
査
に
ご
協
力
い
呉

害
ま
し

た
方
々
に
厚
ぐ
お
礼
申
し
上
け
豕
す

区

民
の

声

「区
民
9

戸
」
は
区
施
設
の
窓
口
に
置

い
て
あ
る
ぶ
聴
(
ガ
キ
(
切
子
蕩
尽

ず
ポ
ス
ト
に
愆
で
き
嫐
す
)
や
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
匱
接
お
伺
い
す
る
も
の
で
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

答
蕕
袒
当
課
か
ら
ご
本
人
に
回
答
い

た
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
氏
名
、

連
絡
先
を
お
書
き
く
だ
さ
い

圖
(
～
8
0
)
5
6
7
8

▲ 広聴ハガキ

区
政
モ
ニ
タ
ー

区
民
の
皆
さ
ん
が
区
政
の
タ
イ
ム
リ

ー
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ど
の
ぶ
コ
に
お

考
范
な
の
か
、
区
長
が
直
接
お
伺
い
す

る
「
区
政
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
が
あ
り
ま

す
。モ
ニ
タ
ー
は
公
募
制
で
、
地
域
・

性
別
・
年
齢
な
茫

考
慮
し
、
5
0人
に

委
嘱
し
て
い
ま
す
。

任
期
は
一
年
間
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
回
答
、
連
嬖
べ
の
出
席
な
ど
が

ま
蓙
禄
y
汳
っ
て
い
嫐
y
。

今
年
度
は
「
逎
つ
く
り
」
や
「
ス
ポ

ー
ツ
と
健
康
」
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見

を
伺
い
ま
し
た
。

※
毎
年
1
月
下
旬
に
翌
年
度
の
募
集
を

行
い
ま
す

区
政
を
語
り
合
う
会

区
民
の
皆
さ
ん
と
区
長
が
直
接
話
し

合
い
、
相
互
の
意
見
を
交
換
し
あ
う
制

度
と
し
て
「
区
政
を
語
り
合
う
愈

が

あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
「
資
源
循
環
型
社
会
」
を

ヱ
ー
マ
に
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「区民の声」に

お応えしました

回

障
害
者
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

通
れ
る
ぶ
つ
に
、
朱
雀
と
車
道
と
の

段
差
啻
な
く
し
て
欲
し
い
。

一

区
で
は
障
害
者
の
利
用
を
配
慮

し
て
、
乗
り
入
れ

部
分
は
段
差
2
皿

と
す
忝
な
ど
、
改

善
を
仔
っ
て
い
ま

す
。
ご
指
摘
の
場

所
は
収
善
し
ま
す
。

圀

街
路
灯
の
数

が
少
な
く
、
間
隔

も
空
き
す
ぎ
て
い

る
の
で
、
夜
遅
ぐ

な
っ
た
と
き
は
暗
く
、
大
変
恠
い
。

も
っ
と
街
路
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

圃

ご
要
望
の
場
所
を
、
現
認

査

し
奔
し
た
。
街
路
灯
の
間
隔
が
空
き

す
ぎ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、

啓
香
し
ま
す
。

回

笠

区
は
汚
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
タ
バ
コ
な
ど
四
役
げ
捨
て
も
多

い
。規
則
が
な
い
と
防
げ

な
い
と
思
う
の
で
、
条
例

を
作
つ
て
ほ
し
い
。

』

ご
み
の
ボ
イ
捨
て
に

つ
い
て
は
公
共
の
マ
ナ
ー

の
問
題
と
考
え
て
い
ま
兮

が
、
同
様
の
意
見
を
数
多

く
頂
い
て
お
り
、平
成
9

年
第
3
回
定
例
議
会
に

「足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
条
例
ご
籌
篥
し
ま
し
た
。

参
考
卜
平
成
1
0年
4
月
1
日
条
例
施

行
・
1
0月
1
日
罰
則
規
定
適
用

「区民の声」の流れ
「
広
聴
制
度
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

広
聴
相
談
係
四
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
へ

届
き
ま
し
た
か
　
わ
た
し
の
便
利
帳

「わ
た
し
の
便
利
帳
」
は
、2
年
に
1

回
の
発
行
で
す
。
公
の
施
設
や
病
院

・
診
療
所
な
ど
の
一
覧
も
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
が
区
内
全
域
を
ま
わ
っ
て
各
家
庭

に
I
冊
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す
。1
1月

中
旬
に
な
っ
て
も
お
手
元
に
届
か
な
い

樊
ほ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

問
先
a

広
報
係

容
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

住
区
セ
ン
タ
ー
従
事
者

登
録

制
度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
人
ロ
ー
万
人
に

一
ヵ
所
を
目
標
に
、遏
`
館
・
堡
里
保

育
室
・
老
人
館
・
集
会
室
を
備
え
た
地

域
施
設
(
現
在
区
内
4
5力
所
設
置
)
で

す
。
施
設
の
運
営
は
、
地
域
で
設
置
さ

れ
た
管
理
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
ホ
冤

従
事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
運
営

委
員
会
が
選
考
し
、「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
従
事
を
委
嘱
さ
れ
求
歹
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
「従
事
者
登
録

制
度
」は
、住
区
セ
ン
タ
ー
に
従
事
を

希
望
?
る
方
童
咒
か
じ
め
登
録
し
て

お
き
、
各
住
区
セ
ン
タ
ー
で
従
事
者
の

募
集
が
あ
忝
と
き
に
、
登
録
者
を
紹
介
、

応
募
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

□
事
務
(
管
理
補
助
)・
老
人
館
担
当

登
録
要
件
卜
お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
の
方

内
容
上

股
事
務
/
施
設
管
理
/
老
人

館
の
運
営
な
ど

□
児
童
館
・
学
童
保
育
室
担
当

登
録
要
件
H
お
お
む
ね
5
0歳
ま
で
の
方

内
容
日
児
童
館
・
学
竜
保
育
室
の
運
営

-
い
ず
れ
も
卜

時
間
・
報
酬
卩
マ
午
前
9
時
～
午
後
5

時
湎
了
日
程
度
勤
務
)
、時
給
7
9
0
円

マ
午
後
5
時
～
1
0
時
(
夜
間
業
務
)
、

時
給
膕
円

申
込
卜
電
話

※
登
録
後
、

従
事
者
喜
霍
チ
る
住
区
セ
ン
タ
ー
へ

適
宜
、
紹
介
し
欒
T
。
紹
介
さ
れ
た
方

は
、
当
該
住
区
セ
ン
タ
ー
の
募
集
要
綱

に
基
づ
き
、
一
般
の
応
募
者
彑

緒
に

選
考
奮
河
け
て
い
た
だ
瀲
蚤
す

申
・

問
先
卜
住
区
推
進
課
(
住
区
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
事
務
茴

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

美
化
講
演
会

「
美
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

今
年
の
4
月
1
日
か
ら

「足
立
区
ま

ち
冴
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
き
れ
い
な
誉
昴
実
現
す

る
た
め
に
は
、
区
と
区
民
、
事
業
者
・

団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
藁
花
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
犖
(
切
で
す
。

こ
の
条
例
の
施
行
を
機
に
、
「美
し

い
ま
ち
」実
現
の
方
法
に
つ
い
て
、皆

さ
ん
と
考
え
祟
T
。日
時
八
1
1
(
月
2
1

日
出
、午
後
2
時
～
4
時
場
所
ト
エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア

内
容
目
マ
基
調
講
演

…
『
吉
里
黄
し
く
す
る
た
め
に
』
米

村
洋
一
氏
(
多
摩
大
学
総
合
研
究
所
客

員
主
任
研
究
員
)

マ
実
践
報
告
・
=

「
き
れ
い
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
実
践

報
告
」
㈱
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
都
市
環
境
研

究
所

対
象
卜
区
内
在
住
、
在
勤
の
方

定
員
=
2
0
0人(
先
着
順
)
費
用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜
美

化
推
進

一
-
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

平
成
1
0年
4
月
1
日

足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
施
行

た
ば
こ
・
空
き
缶
・
ガ
ム
・
紙
く
ず
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
区
内
全
域
で

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
き
れ
い
な
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術
4

・
5
面
マ
学
校
「
一
日
を
追
っ
て
」
/
足
立
郵
便
局
/
税
に
関
す
る
作
文
の

展
示
/
交
通
安
全
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

6
・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
掲
示

板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
マ
マ
マ
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

◎ 訂正 とお詫 び あ だち広報エク スプレ ス11月1 日号、2 ペ ージ左下の写 真説明 に誤りが ありました。正 し くは次のとお りです。「訪問看護 婦さんが定 期
的 に健康の状態を チェックしてくれ ます」訂正 してお詫びし ます
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保

健
福

祉
ガイ

ド

足
立
区
児
童
手
当

(第
3
子
以
上
)

制
度
を
新
設
し
ま
し
た

区
内
在
住
で
、
満
3
歳
以
上
琴

未
満
の
第
3
子
以
降
の
児
童
(
た
だ
し
、

死
亡
児
童
嚢
味
く
)
を
含
め
て
叉

以

上
の
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
で
。

一
定
の
所
得
制
限
額
(
表
土

以
内
の

方
に
、
1
0年
1
0月
分
か
必
足
立
区
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
の
方
は
、

請
求
手
塑
荅
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

申

・
問
先
卜
児
童
罕
当
係
吏

ぽ
各
福
祉

事
務
所

簔
2
)

表110 年度( 9 年中の所得)制限額

※ 5 人目以降は、1 人増えるごとに30
万円を所得制限額に加算します

「
(親
)医
療
証
」
の
現
況
届
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
へ

罌

鏡

届
の
提
出
期
限
は
1
0月
3
1
日

で
す

。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
‥
1
1
一

年
分
の
医
療
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん

。

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー
査

揶
え
て
至
急
郵
送

し
て
ぐ
だ
さ
い
(
1
0
月
1
E

以
降

面

医
療
証
」
を
申
請
し
た
方
は
今
年
は
現

況
届
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。
な
お
、

現
況
届
提
出
後
に
保
険
証
が
豕
わ
っ
た

方
は
、
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
・
問
先
卜
児
竜
医
療
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
卜
児
璽
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
小
学
生
以
下
の
児
童
麥
養
育
し
て

い
る
ひ
と
ひ
親
家
庭

内
容
卜
親
ま
た

は
小
学
王
以
下
の
子
叺
が
病
気
や
ヶ
が

な
弧
y
差
、
家
事
や
育
児
童
冱
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
昃
病

・
入
院
な
ど
は
対
象
外
)
/
―
度
の
申

請
で
3
回
以
内
、年
間
2
0
回
ま
で
/
午

前
7
時
～
午
後
7
時
の
間
で
連
続
8
時

間
紊
ほ
4

時
間
を
1
回

申
込
凵
診

察
券
な
ど
疾
病
を
証
明
で
4
る
も
の
と

印
鑑
を
痔
参
し
介
護
券
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い

繋
急
の
場
合
は
、
あ
ラ
か

じ
め
電
話
申
し
込
み
に
よ
ひ
代
理
の
方

の
来
所
可
)

申
・
問
先
卜
児
童
手
当

係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、
犬
吠
埼
、
軽
井
沢
な
ど
H
ヵ

所
の
国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
入
湯
税
や
季
節
に
よ
る

特
別
宿
泊
料
金
の
差
額
等
は
自
己
負
担

に
な
口
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
区
の

保
養
所
・
校
外
施
設
・
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
な
ど
a
力
所
が
、
新
た
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。人
年
度
内
国
民
宿
舎
と

区
施
設
と
9
訐
で
I
泊
ま
で
利
用
で

章
ま
す
。対
象
卜
母
子
贏
た
は
父
子

噐
の
方
で
児
童
育
成
手
当
受
給
者
の

方
申
込
卜
▽
国
民
愆
T
各
施
設
へ

直
接
予
約
(
必
ず
足
立
区
ひ
と
ひ
親
家

庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
t
け
て
く
だ
さ

い
)
。予
約
後
、
児
童
手
当
係
暑

は

各

福
祉
事
務
所
の
窓
口
で

、
利
用
券
の
申

請
を
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

▽
区
の
施
設

・・・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
専
用
(

ガ
キ

に
必
要
事
項
晋
記
入
し

、
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い

。
手
続
き
が
済
ん
だ
方

は

、
児
童
手
当

係
に

「
宿
泊
者
証
明
願

い

」
の
用
蟒

薯

逕

で
請
求
し
て

ぐ
だ

さ
い

。
※
い
ず
れ
も
児
童
扶
餐
手
当

証

書
・
児
童
育
成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、

ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

も
の
と
印
鑑
を
持
参

申
・
問
先
卜
児

童
手
当
係

、
各
福
祉
事
務
所
(

表
2
)

▲ 今年から区施設も対象になりました(
写真: 鹿沼レクリエーションセンター)

表2 福祉事務所一覧

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

ーミ
ド
ル
ス
テ
イ
)
の
ご
案
内

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
方
で
寝
た
き

ひ
や
痴
ほ
う
の
あ
る
方
を
、
介
護
者
の

方
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
一
時
的

に
介
護
で
忝
な
い
と
き
に
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
1
0日
以
内
(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
で
お
預
か
り
し
ま

す
。
特
別
7
事
情
の
と
き
は
2
8日
以
内
(

ミ
ド
ル
ス
テ
イ
)
で
お
預
か
り
し
ま

す
。
利
用
料
金
は
1
日
2
千
2
3
0円で
す
。

な
お
、
利
用
は
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す

。
登
録
手
続
き
は
、
お
近
ぐ
の
福

祉
事
務
所
(
表
2
)
・
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
在
宅
福
祉
課
施
設
運

営
係
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・

問
先
卜
在
宅
福
祉
課
施
設
運
営
係

表3 高齢者在宅サービスセンター
ショートステイ・ミドルステイ実施施設

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
奮
贊
た
り
、ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
な

く
、
広
く
地
域
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
経
験
釁
か
な
公
立
、
私
立

保
育
園
の
園
長
・
保
母
が
助
言
し
ま
す

(
秘
密
瞰
守
)
。
相
談
日
卜
毎
週
木
曜

日
(
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
)
※
祝

日
は
除
く

実
施
保
育
園
H
公
立
・
私

立
保
育
園
全
園

相
談
方
法
日
電
話
お

よ
び
面
接

問
先
卜
堡
昆
揖
狽
霍

た
は
保
育
振
興
係

就
学
時
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

1
1一年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ

ん
を
対
象
に

、
就
学
時
健
康
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す

。
保
護
者
あ
て
の
通

知
書
は
1
0月
7

日
に
発
送
済
み
で
す
の

で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、健
診
に
つ
い
て
都
会
湎
い

燮
に
、衷
は
、
事
畴
の
あ
る
畳
尼

嗔
遽
絡
く
だ
さ
い
。
問
先
卜
保
健

給
食
係

介
護
保
険
Q
&
A

第4 回

要
介
護
認
定
の
申
請

Q
。
要
介
護
認
定
の
申
請
は
ど
の
ぷ
つ

に
す
る
の
で
t
か
。

A
.
介
護
保
険
の
給
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
愡
尼
き
り
や
痴
ほ
丐
か
あ
る
状

態

霎
介
護
状
態
)
、
ま
た
は
、
家
事

な
ど
の
且
犀
活
に
支
援
が
必
要
な
状

態
(
要
支
援
状
態
)
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

介
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を
区

か
ら
受
け
る
必
要
が
あ
n
t
t
。
こ
れ

韲
芥
護
認
定
と
い
い
ま
す
。

ま
ず
、
被
保
険
者
証
金
男
て
、
ご

夲
(
や
家
族
な
ど
が
、
介
護
保
険
課
、

福
祉
事
務
所
等
に
申
請
に
¥
チ

。
申
請

を
行
う
と
、
区
の
職
員
、
吏
ほ
区
の

委
託
鷺
居
処

施
設
や
事
業
所
の
職
員
(

介
護
支
援
専
門
員
)
が
ご
家
庭
に
伺

い
、
心
身
の
状
況
な
ど
の
単詈
苳
し
ま

す
。
ま
た
、
区
か
ら
か
か
り
つ
け
の
医

師
に
謇
兄
魯
奎
汞
軍
T

。
そ
し
て
調

査
結
果
仁
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
意
見

書
を
私と
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

専
門
家
か
ら
な
!

乖
竝
で
判
定
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
申
請
の
日
か
ら
3
0

日
以
内
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

※
次
回
は
、
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
く
ゎ
し
く
ぉ
知
ら
せ
し
ホ
T

問
先
卜
介
護
保
険
課

サービス利用までの手続き
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
間
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
向
け
住
宅
の

管
理
人
募
集

高
齢
者
向
け

住
宅
「
シ
ル
バ
ー

ピ

ア
」
に
入
居
し
て

。
高
齢
者
世
帯
の
日

常
生
活
相
談
な
ど
の
業
務
を
し
て
い
た

が
吁
る
圧
み
込
み
の
管
理
人
(

生
活
援

助
唇

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
卜
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・・・
(
1
)
5
5
歳
以

下
の
成
年
者
(
2
)
同
居
す
る
家
族
が
い

る
こ
と
(
3
)
健
康
で
、
常
時
在
宅
し
管

理
人
業
務
が
可
能
で
あ
名
こ
と
(
4
)
本

大
か
、
同
居
者
が
区
内
在
住
ま
た
は
、

在
勤
で
あ
る
こ
と
(
5
)現
に
住
宅
に
困

窮
し
、
球
や
か
に
業
務
に
っ
け
る
こ
と
(

た
だ
し
、
公
共
賃
貸
住
宅
居
住
者
は

不
可
)

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

募
集
数
n
l
人
募
集
施
設
卜
入
谷

入
谷―
-
1
3
-
1
5
)
間
取
り
卜
2

L
D
K

謝
礼
卜
月
額
7
万
5
千
円

住
宅
使
用
料
本
人
負
担
卜
月
額
5
万
円

申
込
卜
履
歴
書
・
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

受
付
期
間
H
U

鳬
日
よ
J
日
(
土
・

日
・
祝
日
を
啄
ぐ
)

申
・
問
先
卜
住

宅
管
理
係

「
あ
な
た
も
糖
尿
病
予
備
群
?
」

4
0歳
以
上
の
1
0人
に
1
人
が
糖
尿
病
?

H
月
8
日～
1
4
日
は
、
全
国
糖
尿
病

予
防
週
間
で
す
。
平
成
9
年
n一
月
に
実

施
さ
れ
た
厚
生
省
糟
尿
病
実
態
調
査
に

よ
る
と
、
豊
か
な
食
生
活
、
運
勣
不
足

に
な
ひ
が
ち
な
生
活
な
ど
に
よ
っ
て
糖

尿
病
は
増
え
続
け
、
糖
尿
訶
患
者
は
全

国
で
6
9
0
万
人
、
糖
尿
病
予
備
群
萱

お

せ
る
と
1
千
3
7
0
万
人
に
湮
志
と
推
計

さ
れ
て
い
朿
罵

4
0歳
以
上
の
1
0人
に
I
人
は
糖
尿
病

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
果
ふ
、
そ
の

半
数
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か
、
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
、
治
療
夲
受
け
て
い

な
い
と
叺
込
ま
れ
て
い
ポ
ヂ
。

糖
尿
病
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
(
こ

う
そ
く
)
な
ど
の
危
険
因
子
と
い
わ
れ
、

症
状
が
出
て
か
ら
受
診
し
た
場
合
は
病

気
が
相
当
進
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
健
康
診
査
な
ど
を

受
診
し
て
、
糖
尿
病
の
危
険
を
調
べ
る

と
と
も
に
生
活
習
慣
全
般
に
注
意
し
て
、

健
康
づ
く
り
豪
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
健
康
づ
く
り
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
、
定
期
的
な
運
動
、
十
分

な
休
養
、
こ
れ
5
を
し
っ
か
り
行
う
y
」

と
が
大
切
で
す
。

□
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
姫
居
改
善
の

目
安
(
1
)
1日
3
0食
品
を
目
標
に
、
主

食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
る
凡
て
食
べ
る
(
2
)

軽
く
汗
を
か
く
程
度
の
定
期
的
な
運

動
、
散
歩
な
ど
(
3
)十
分
な
咥
眠
と
ス

ト
レ
ス
の
解
消

□
成
人
健
康
診
査
(
4
0
歳～
6
4
歳
)

申
込
U
(
ガ
キ
に
住
所
。
氏
名
、
生
年

月
日
。
年
齢
、
電
話
番
号
、
「
成
人
健

康
診
査
希
望
」
と
明
記
し
保
健
予
防
係

あ
て
郵
送
(
〒
1
2
0
・
9
y
O
中
央

本
町
I
-
1
7
-
よ
ま
た
は
各
保
健

(相
談
)
所
窓
口
で
受
診
票
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

□
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

保
健
(
相
談
)
所
で
は
、
健
康
相
談

や
食
事
療
法
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
'
袖
談
く
だ
さ
い
。
(電

話
予
約
制
)

□
糖
尿
病
予
防
教
室
2
日
制

日
時
ら
一月
7
日
側
・
9
日
團
、
午
後
1

時
3
0分
A

時
3
0分

定
員
卜
4
0人

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
江
北

保
健
相
談
所

表4 保健( 相談) 所一覧

選
挙
豆
知
識

選
挙
権
の
年
齢

選
挙
権
の
年
齢
要
件
は
、
満
2
0
年
と

さ
れ
て
い
嫐
y
。
こ
れ
は
昭
和
2
0
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
改
正
に
よ
る
も

の
で
、
盟
腸
年
に
同
法
が
制
定
さ
れ

て
以
来
、
そ
れ
ま
で
は
満
2
5年
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

諸
外
国
に
お
い
て
も
、
選
挙
権
の
年

齢
要
件
は
国
情
に
よ
ひ
多
少
異
な
っ
て

い
祟
歹
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
で
は
1
8年
と
呑
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
り
酊
算
は
出
生
の
日
か
ら
起
算

さ
れ
、
生
ま
れ
た
日
の
翌
年
か
ら
数
え

て
2
0年
目
の
誕
生
日
の
前
日
で
満
2
0年

に
な
り
、
そ
の
日
の
経
過
奎
聾
し
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
選
挙
権
の
要
件
と
し
て
の
年

齢
の
算
定
は
、
選
挙
の
期
日
に
お
い
て

行
う
y
左
と
呑
れ
て
い
毒
司

問
先
卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
吩

□ 都立足立養護学校学校祭 日程=11 月21日出 ・22日(日) 内 容= 舞台発表/ 展示/ 作業班の作品 販売 ほか 場・問先= 都立足立養護学校a( 3850) 6618
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成
人
健
康
教
室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
を
受
け
た
方
は
、
保
鴟
气

保
健

相
談
所
で
健
康
教
室
を
行
つ
て
い
嫐
T
。

健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
受
講
時

は
既
人
健
診
結
果
票
氈
劔

ち
く
だ
さ

い
。

日
程
等
卜
表
5

申
込
卜
電
話

※
定
員
に
應
だ
な
い
場
合
は
、
一
般
の

方
で
も
申
し
込
み
が
で
忝
豕
歹

表5 成人健康教室日程

※ ( 1) ( 2) ( 4)は2 日制で定員は各40人、( 3)は定員200人

精 神 保 健 講 演 会

分裂病の症状と　

その対応について

日
時
H
H
励
日
面
、
午
後
1
時
3
0
分～

3
時
3
0分

講
師
H
西
村
浩
氏
(
慈

恵
医
大
附
属
青
戸
病
院
精
神
神
経
科
医

師
)

定
員
卜
5
0人

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談
所
　

容
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

成
人
呼
吸
器
病
相
談

「
現
在
使
用
し
て
い
る
薬
に
つ
い
て
く

わ
し
く
知
り
た
い
」
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
も
あ
り
、ザ
ん
息
発
作
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
忝
な
い
」な
ど
、呼
吸
器
病

で
お
悩
み
の
方
、専
門
医
の
話
黔
聞
き
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
卜
1
2

月
7
ほ
囲
、午
後
し
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分

場
所
卜
区
役
所
南
館
1
2階

対
象

卜
1
5歳
以
上
の
区
民
で
ぜ
ん
息
患
者
お

よ
び
家
族

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

内
容
=
専
門
医
に
よ
る
講
義
と
相
談

講
師
卜
灰
田
美
知
子
氏
(
半
蔵
門
病
院

ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
医
師
)

費
用
卜
無

料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
公
害

補
眞
係東

部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
盜
‘

療
法
士
、
看
護
婦
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

障
害
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
、
指
導
、
訓
練
。
専
門

機
関
の
紹
介
な
ど
否
行
っ
て
い
ま
す
。

□
リ
(
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ご
で
身
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
(
ビ
リ
訓

練
に
つ
い
て

□
言
語
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
な
ど
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
方
の

一簒
語
の
訓
練
に
つ
い
て

□
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
足
、
義
手
、
つ
え

や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
や
福
祉

機
器
に
つ
い
て

□
自
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動
作

な
ど
を
行
い
や
す
く
す
る
ぷ
7
な
道
具

の
紹
介
や
動
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談
や

福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ
い

て
こ
の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ
た

リ
(
ビ
リ
訓
練
も
行
っ
て
い
毒
司

ま

た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談
も
随

時
慫
抖
け
て
い
ま
す
。

恵
湎

バ

ス
も
利
用
で
き
ホ
T
。
ご
相
談
く
だ
さ

い

場
・
申
・
問
先
日
▽
国
道
4
号
線

の
東
側
お
よ
び
千
住
地
区
の
方
・
:東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

音
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

マ
国
道
4
号
線
の
西
側
お
よ
び
宮
城
・

公
昆
区
の
方
・・・西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

容
(
3
8
5
3
)
0
6
3

り乙

ワンポイント健康術
【自宅でできる腹筋・背筋の筋力アップト レーニ ング】

人類の大きな 特徴の一つに直立歩行があげられます。これ
を可能とし ているのが、上半身を垂直に保っている筋肉の腹
筋と背筋です。
この腹筋 と背筋が弱くなると、正し い姿勢 が保てなくなり

腰痛の原因となります。正しい 姿勢を保つことは、腰痛予防
だけでなく、若さを保つ秘けつです。

( 側面か ら見た 悪い姿 勢)

( 1)膝が曲がって、腰の位置が砥い
( 2)背中が曲がっている
( 3)頭が肩より前に出て、下がっている 〔目線が下を向く〕

く側面か ら見た 正し い姿勢)

( 1)足のくるぶしから手の中指、そし て、肩および耳と頭の中心を　
結ぶ線が一月削 齡こなる。〔頭の真上からつられている感じ〕

( 2)目線は、前方l }m 程先を見る感じにする

☆さあ皆さん。簡単にできる腹筋・背筋の筋力 アップトレ ー
ニングをし まし ょう。

( 1)腹筋( トランクカール) ( 1膝を90度くらいに曲げて仰向　
けになり、手を 頭の後ろに軽　
く添え ます。

( 2)次に、息をはきながら、おへ
そを見るようにゆっくりと体
を起こし、元に戻します。

※ 腕を体の前で組む のも可

( 2)背筋( バックエクステンション)
( 1)うつ伏せの状態 になります。( 2
右 手・左足という 対角線どう
しを交互に上げて 降ろします,

※ 両手・両足を同時 に上げても
可

O氈鹿なく連続してできる回数を1～2度繰り返し行ってみましょう

《体育課》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
2
)

大
正
1
1最
寄
月
3
日
、
京
都
の
岡
崎

公
会
堂
で
全
国
水
平
社
創
立
大
会
が
閧

か
れ
ま
し
た
。

大
会
の
地
元
京
都
、
大
阪
、
奈
良
、

和
歌
山
、
亟
賀
、
三
重
、
兵
庫
の
各
府

県
夲
ほ
じ
め
、
東
は
東
京
、
埼
玉
、
静

岡
、
長
野
、
西
か
ら
は
島
根
、
岡
山
、

福
岡
、
大
分
な
ど
、
全
国
か
ら
約
3
千

人
の
人
び
と
が
集
ま
り
、
同
和
問
題
の

解
決
に
禁
而

な
第
一
歩
が
レ
る
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、「
解
放
、
団
結
、
自
由
」

な
ど
と
大
書
さ
れ
た
幕
が
ひ
る
が
え
り
、

自
ら
の
力
で
目
由
と
平
等
を
か
か
と
ろ

う
と
し
た
大
び
と
が
こ
の
創
立
大
会
に

集
ま
っ
た
の
で
す
。

全
国
水
平
社
創
立
大
会
で
は
、
大
権

亘
一戸
石
い
う
べ
き
水
平
社
創
立
宣
言

が
読
み
あ
げ
ら
れ
ま
レ
馬

こ
の
格
調
高
い
創
岌
曇
旻
は
、
奈

良
県
柏
原
の
西
光
万
吉
氏
に
よ
っ
て
起

草
さ
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
に
散
在
す
る
同
和
地
区
の
人
び

と
が
団
結
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

を
強
く
訴
え
て
お
り
、
最
後
は
有
名
な

「
人
の
世
に
餉
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」

で
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
t
(
会
を
契
機
に
、身
分
的
差
別

の
撤
廃
と
、
す
べ
て
の
人
間
か
平
等
に

暮
ら
す
社
会
奮
の
ざ
し
た
水
平
社
運
動

か
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
恨
尺

特
別
区
制
度
改
革

区
が
行
う
仕
事
そ
の
(
6
)

清
掃
シ
リ
ー
ズ
「
清
掃
事
務
所
(
1
)」

ご
み
収
集
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

マ
ま
ち
を
清
潔
に
す
る
た
め
に

清
掃
事
務
所
で
ほ

、
区
内
か
ら
掾
出

さ
れ
る
ご
み
や
し
尿
を
、
総
勢
叩
(
余

の
職
員
で
雨
の
日
も
風
の
日
も
収
集
し

て
い
ま
す
。

2
3区
内
に
は
、4
3清
掃
事
務
所
が
あ

蠻
手
が
、
足
立
西
は
管
轄
面
積
第
一

位
、
足
立
東
は
第
三
位
の
区
感
箍
当

し
て
い
ま
す
。

マ
こ
ん
な
に
多
い
ご
み
処
理
量

足
立
区
の
9
年
度
ご
み
処
蔔
量
は
1
9

万
3
千
2
0
1
t
で
、区
民
一
人
あ
た
り
で

は
、年
間
3
0
4
胼
超
2
ヂ
。蜥
巧
ん

一
人
ひ
と
ひ
が
1
日
5
0
″
(
鶏
卵
―
個

分
)
の
ご
み
を
減
ら
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、年
間
約
1
万
1
千
t
が
減
暈
さ
れ

経
費
の
節
約
に
も
彁
¥
ヂ
。

マ
ご
み
の
中
に
宝
物
(
資
源
)

足
立
区
内
で
は
、月
2
回
を
資
源
回

収
日
と
し
て
、瑟
?
缶
・
古
紙
を
収

集
し
て
い
聿
歹
。
こ
れ
ら
ぎ
品
目
も
捨

て
れ
腿

」み
で
す
が
、
活
か
せ
墜
晨

と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
す
。ア
ル
ミ
缶

は
再
度
缶
と
し
て
、
古
紙
は
段
ボ
ー
ル

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
再
生
さ
れ

ま
す
。

作兀
や
缶
、
古
紙
も
限
り
あ
る
意
源

で
す
。
地
球
へ
の
負
担
を
少
な
ぐ
し
、

ご
み
を
減
量
す
る
た
め
に
も
、
区
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
ひ
が
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
、
再
生
品
の
利
用
眥
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
資
源
回
収
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
集
団

回
収
な
ど
が
あ
ひ
ま
す
。
集
団
回
収
を

行
う
と
瘴
ほ
、
区
(
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課
)
に
登
録
を
お
願
い
し
毒
歹
。
報
奨

金
の
支
給
や
支
援
物
品
の
貸
与
が
あ
り

ま
す
。

▽
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
提
供

区
内
か
ら
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み
の
中

か
ら
、使
用
可
能
な
も
の
を
抽
選
に
よ

り
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。申
先

=
都
・
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

吊
央
本
町
2
-
9
-
1
)

登
(
5
6
8
1
)
7
8
0
6
　

問
先
n
足
立
東
清
掃
事
務
所

普
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

?
3
8
5
3
)
2
1
4
1

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
毒

ぽ
企
画

部
移
管
準
備
担
当

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

区
役
所
無
料
送
迎
車
を
運
行
し
て
い
ま
す

高
齢
者
や
体
の
不
自
の

芳

、
傷
病

者
、
妊
婦
な
ど
と
そ
の
介
護
者
金
笳

に
区
役
所
来
庁
用
と
し
て
、
綾
瀬
・
五

反
野
・
西
新
井
・
梅
島
の
各
駅
周
辺
か

ら
無
料
の
送
迎
車
(
車
い
す
2
台
彑

般
席
天
ま
で
果
車
で
孝
豕
y
)
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
・
日

・
休
具
芦
蚤
隊
く
毎
日
で
。
運
行
時

刻
お
よ
び
停
留
所
は
左
図
の
と
お
り
で

す
。

問
先
卜
庁
舎
管
理
課

jレート: 綾瀬→五反野→圄 膕 →西新井→梱島→阮疫闍→綾瀬
豪時間は、道路事情により前後します

□ 第8回梅島あかしあ祭日時=n月15日( 日) 、午前1cx玲～午後2時30分内容=通所生の作品の販売/陶芸などの体験ほか
場・問先= 梅島あかし あの冢( 梅3- 31- 19) a( 3849) 8820
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学 校 紙上公開

「一日を追って」
平成10年5 月1 日現在、区の人口は63万5 千738
人、うち小・中学校へ通う児童・生徒は4 万7

千464人、約7. 5%です。少子化で学齢期のお子さ
んのいない世帯か多い状況の中、皆さんは学校の
「今」をご存じでしょうか。子供たちはどのような
学校生活を 過ごしているのでしょう。
現在、ナイフ事件や自殺など、子供たちの事件

か、社会問題となっていますか、現実には今も昔
も変わらない、素直で元気にがんばっている児童
・生徒がほとんどです。今回は、学校生活の様々
な場面で、一生懸命取り組んでいる姿をご紹介し
ます。ぜひ、この機会に児重・生徒の姿を知って、
社会全体で21世紀を担う子供たちを見守ってくだ
さい。

小 学 校

楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い年

間
行
事

遞

霖

や

学
芸
会
、
文
化
祭
、
体
育

祭
、
持
に
中

学
生
に
な
や
と
そ
れ
ぞ
れ

の
催
し
は
、
生
涯

登

ぶ
・
心
に
生
隧
た

ち
か

隘
極
的
に
企
画
・
渾

営
し
ネ
T

。

ま
た
、
遣
逗
そ
し
て
日
大
塩
原
、

山
中
湖
、
鋸
南
の
目
然
教
室
や
林
間
・

鴎
&
学
園
、
修
学
旅
行
と
、
貝
ま
な
体

験
や
余
し
い
行
李
が
い
っ
ぱ
い
で
叉

き
っ
と
素
敵
な
思
い
出
片
な
画

次

で

し
ょ
う
。

《 登 校 》 ▲ 1 日の始まりは、元気なあいさつ「おは
ようございます」から

▲ 時 間 割 の爿 列( 小 学1 年 生)

※ 第2 ・ 第4 土曜 日 は 週 床 日

《授 業》

卜
算
数

卜
理
科

《給 食》

《休けい時 間》

《下 校》

6∃al ‘ z : ¥ 忌g 凅 舗 恥「

給 食 ミ ニ 事 典

人気メニュー ベスト3
各 字 疫r 多 少違 しな あり ます が 、最 迴 ま、 おお む ね 下 表の と お り で 可 。

普 段 から 居で 食 べ 櫻 れ てしる も 分 こ、 人気 が あ る よ う で す。

足立区学校給食の沿革

漣a 駄Egi 交玲 洳 ま、 バ イ キ ン グ 荀 豐 や1 リク エ ス ト 若t な ど 乏 取 り 入t k 安 全で 贏『

し く 楽ui a 盒 を 四 し て1 まヽ す 。

今年度は、梅鳥第- 小学校か『学校給食文部大臣
表彰』を授賞しました

F
『
ふ
れ
あ
い
給
食
』
。
地

域
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
会
話

を
桑
し
み
な
が
ら
の
食
事

中 学 校

自
ら
学
ぶ

選
択
授
業

中
学
校
で
ほ

、
2

・
3
年
生
に
選

択

授
業
奮
汳
け
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で

は
、
昔
と
違
っ
て
、
牛
◎徒
自
ら
が
自
分

の
眥

笄
芬

野
に
取
り
紕
ん
で
い
ネ

歹
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
些
)
一
、
ホ
ビ
ー
木
工

作
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
か
自
由
な
雰
囲

気
の
中
で
個
性
を
発
擂
じ

、
生
き
牛
曹

と
学
習
す
る
髮
は

、
隔
匣
の
感
か

あ
り

ま
す
。

▲ 昿 餓 授葉) A 紐 淅 鮮

燃
や
せ
青
春

部

活

動

シ
ュ
ー
ズ
窄

ユ
ッ
キ
ュ
ッ
と

吟
る

已
、
ゴ
ー
ル
を
釶
う
碗
い
目
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
咫
い
た
ち
。
畝
・課
咬
、
各

教
室
に
分
か
れ
て
パ
ー
ト
絞
囹
に
余
念

窓

い
吹
奏
楽
邵
貝
な
ど
、
乍
征
た
ち

か
ひ
た
む

き
に
月
ち
込
む
姿
は

、
今
も

昔
も
変
わ
2

疂

ん

、
ス
ポ
ー
ツ
や
音

楽
を
通
し
瓦

節

づ
く
り
や
自
己
実
現

を
図
っ
て
賢

部
活
動

。
た
ぐ
さ
ん
の

学
校
か
乱
人
会

、
令
国
人
会
で
沽
濯
し

て
い
ま
す
。

《
部

活

助
》

▲ バスケットボール部 ▲ 吹奏戞部

生
徒
会

生
徒
命
罰
屆
、道
挙
に
よ
っ
7
邉

ぱ
れ
た
生
徒
会
貶
回
答
巾
心
に
、会

陌
匸
生
徒
全
り
の
協
力
に
よ
っ
て
、

駁
々
な
活
砒
否
実
慚
し
て
い
ネ
丐
文

化
祭
・
体
育
拏
な
ど
の
学
校
・
諸
行
甲
の

企
画
へ
の
笋
加
と
実
施
。特
に
限
近
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
乙
情
動
な
ど
、牛
搓
た
ち

自
ら
の
責
任
で
決
め
て
実
行
し
て
い
き

ま
す
。遠
回
り
に
日
`
蚤
乖
か
、廿
会

の
n
y

た
る

第
一
歩
と
◎孥

諮

の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

《
生

徒

会
》

▲ 生徒総会

《登 校》
俣 体: 保 健体 育/ 裁 量: 学校 の裁 量で 内 容を 決
め る 授業( 生 徒 会活 助な ど)

▲時間剛の一例( 中学3年生)
※ 第2 ・簗4 土曜日は週休日y コンピューターを使っての授業

▼ 朝、始葉前
校舎周辺を清
掃する生徒た
ち

1
技
術

‥こ
の
日

は
、
女

子

ね
S
罕
と

一
緒
に

パ
ン
ダ
付
け

《
授

業
》

▼

足

i
鋸
南
臨
海
学
圖

4
体
育
祭

1
山
中
湖
自
然
教
室

4
修
学
旅
行
(

京
都
)

い
ろ
い
ろ
な
体
験

い
ろ
い
ろ
な
授
業

学
校
で
は

、
い

ろ
い
う

逕

征

を
す

る
こ

と
で
一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
を
俥

は
そ
ら
戸

俑
頑

と
の

交
流
や
様
々

な
こ

と
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
恚

焉

そ

の
一
部
罵

界

し
ま
す
。

▲災客時、地域に貫献できるよう救
急法を学ぶ( 第二中)

▲ 神明町保育園で保育実習(
第十三中卜 今年で4 年目

▲ 地域のお祭りに4芍哇 も参加
〔蒲原中〕

今
回
の
特
集
で
は
梅
鳥
第
一
小
学
校
、
蒲
原
中
学

校
を
初
め
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
「
学
校
ア
ル
バ
ム
」
は
、
学
校
特
集
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

新
し
い
科
目

「
生
活
科

」

平
改
元
年
3
月
1
5
日

、
斯
学
苣

輯

要
領
か
告
示

さ
れ
、
小
学
校
学
習
指
導

要
領
が
全
面
改
訂
さ
れ
ま
し
た

。
こ
の

改
訂
は

、
戦
後
教
育
4
0
数
年
に
し
て
初

め
て
の
教
科
の

産
児
で
し
た

。

小
学
校
低
学
年
に

「
生
活
舛

か
新

設
さ
れ

、
そ
れ
に
洋
い
低

学

年
の

「
社
公

科
」
と

「
理

科
」
が
廃
止
さ

れ
ま

し
た
。
「
牛
屆

科
」は

、
子

供
た
ち
か
自
分
と
の
関
わ

り
で
身
沂
涎

社
会
や

自
然

菅
こ
ら
え

、
自
公
4

え

体
験
す
る
こ
と
刄

生
活

上
必
蜜
な
箆
彰
技
能
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。陋
物
の

観
察
や
小
勣
物
の
飼
育
、公
園
づ
く
り

ゃ
街
に
出
た
り
と
、旱
哉
た
ち
は
工

活
卜
の
慥
`
が
大
好
き
で
す
。新
し

い
体
験
に
日
否
暉
か
せ
て
い
ま
す
。扁

探
喚
」な
ご
J
-
マ
に
よ
っ
て
は
、子

匪
た
ち
瘤
衝
に
出
て
、皆
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
回
?
左
も
あ
Q
尽
歹
。ご
協
力

を
お
頤
い
¥
手
。

▲ 西新井駅で駅員さんに「切
符はどうやって買うのです
か」 松゙原団地は何番驟です
か」と活発に質問する児童た
ち( 生活利)

テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ

子
偉
た
ち
の
涸
性
示

兎
旡
鳬

め

、1

学
級
を
(
人
の
教
帥
が
一
斉
指
導
す

る
従
東
の
方
法
に
加
呀
で

、・溺
頁

、
複

数
の
教
師
に
よ
る
協
力
的
な

指
心
に
よ

り

、
個
別
指
尽

、
グ
ル
廴
フ
指
導
な
ど

を
取
り
入
れ

、
児
笊
・
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
個
に
心
じ
た
多
啀
な
教
育
を
行
う

も
の
で
す

。

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
ク
に
よ
り
、

興
味
・
関
心

、
恵
似
の

違
い
へ
の
対
に

や
習
熟
慶
・

技
能
の
秤
度
の
忿
い
へ
の

対
心
な
ど
、
よ
り

筑

畄

か
い
指
導
か

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲ テ ー マ|よ 「白9 左 右 の 公 圃 を

作 ろ う 」。企 画 一立 案・製 作 と 自 分
た ち で が ん ば り ま し た{ 生 活 科}

▲ 交通安全教育: 足立区交通安全裲
導員二人によるきめ縉かい衝尋

訪
問

足
立
郵
便
局

□
明

治
ま
で
た
ど
れ
る
足
立
郵
便
局

足

立
郵
便
哂
は
明
冶
6

年
に
、
現
在

の
荒
川
区
に
千
庄
南
組
郵
便
取
玖
所
と

し
て

聞
設
。
明
治
1
1
年
に
、
足
立
区
千

僅
に
移
転
し
、
昭
和
7

年
に
足
立
郵
便

局
の

名
称
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
5
0
年

に
千
洗
中
居
町
か
ら

現
在
地
へ
移
転
。

開
局
1
2
6年
の
歴
史
念

郵
便
順

子

。

・

赤
い
ポ
ス
ト
は
区
内
に
3
1
2個

区
内
の
ポ
ス
ト
か
ら
郵
便
物
を
回
収

す
る
の
は
、
一
日
4

回
で
す
。
区
内
配

達
X

或
は
3

つ
に
分

割
さ
れ
、
各
々
の

χ

愨

屁

通
郵
◎使
局
が
I
陥
ず
つ

汨
『

郵
便
番
号
ぶ
が
足
立
局
、
1
2
1が
足
立
北

陥
、
1
2
3が
足
立
西
局
で

す
。
そ
の

他
に

特
定
郵
便
口
が
6
5
陥
あ
り
乖
ヂ

。

□
郵

便
初
は
2
4
時
間

体
制
で
移
動

地
球
上
の
色
々
な
場
◎所
か
ら
差
し
出

さ
れ
た
郵
便
物
が
、
足

立
郵
便
局
に
陬

朷
に
到
衿
す
る
の
は

午
前
3

時
即
分
。

到
着
後
、
区
分
機
で

さ
ら
に
細
か
い
仕

分
け

作
業
か
行
な
穴

ま
す
。
区
外
宛

郵
便
物
の
酘
終
出
殆
使
は
午
吸
1
1
時
2
0

分
。
こ
の
尚
も
、
到
胃
出

発
便
の
時
刻

貫

簽
茣
ん

と
決
ま
っ
て

い
ま
す
。◎

□
郵

便
局
の
仕
事
は
多
種
多
様

郵
便
局
は
、
郵
佃
・
町
金
・
保
険
だ

け
で
分

、
地
友
と
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー

ビ
ス
と
し
て

、
足
只

間
昌

絵
(
ガ
キ

の
発
売
や
カ
ル
チ

ャ
ー
教
不
の
開
殿
な

ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す

。
ま
た

、
町
金

・
保
険
の
資
金
の
一

部
は

、
こ
ど
も
科

学
館
な
ど
の
区
施
設
の
建
投
に
融
資
さ

れ

、
区
に
濔

元
さ
れ
て
い
ま
す

。

□
了
桁
の
郵
便
番
号
で
効
率
ア
ッ
プ
　

2
月
2
日
か
ら
?
哘
郵
便
番
吁
制

度
は

、
新
型
機
械
を
犀
人
し
て

効
名
が

大
幅
ア
ッ
プ

。L

時
間
あ
た
り
の
叩
業

詐
を

比
べ
芯
と

、
手

作
雫
ヴ
ぽ

平
均
―

人
2

予
通
に
対
し

、
機
械
で
は
3
万
通

。

こ
う
卜
た

効
率
化
で

、2
0
0
5

年
ま

で
冕
◎便
料
金
は
錨
え
置
く
予
定
で
す

。

問
先
卜
足
皀
郵
便
笳

・
〒
ほ
・
8
7
9
9

千
庄
曙
剛
に
I
汢

昔
(
3
a
l
)
2
6
0
0

足 立 郵 便 局

区分機での仕分け作葉

「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
展
示

足
立
・
西
新
作
納
税
貯
蓄
絎
合
費
『

会
が

、
区
内
の
中
学
生
を
対
喩
に

「
税

に
関
す
る
瞑
又
」
か
募

集
し
声

に
)た

。

応
募
作
品
の

叩
か
ら
胯
穴
な
陬
品
を
展

示
に
ま

す

。

日
時
-
1
1
月
1
8
日
1
2
3

日

、
午
前
1
0
時
1
午
後
6
時

場
所

丙
新
井
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

□
釁
乃
作
品
(

敬
称
眄

▽
足
立
納
税
貯
留
組
合
費

呂

玉
村
亜
矢
子
(

第
二
史
/

安
藤
裕
子
(

第
二
屮
/

木
内
美
希
(
第
十
一
守
/

柴
田
麻
衣
(

第
十
一
史
/

ふ
澤
乃

梨
子

示

十
五
中
)
/

小
裂
峻
子

爾

土
(

中
ン

平
田
真
理
江

行

の
塚
田

/
海
野
頁
以
于
汚
の
塚
巾
}
/
羽
皿

汲
広
菴
沺
北
巾
匸
/
高
際
萋
包
了

夭
月
中
}
/
涌
井
萃
暉
足
ヴ
ー
学
園
一
v

西
哲

箍

税
貯
蓄
砠
胎
便

‥会

厩
鳥

囹

余

譌
川
中
二

匠

山
泡
実

譌

七
中
)
/

庄
司
友
子

簗

十
巾
)
/

野
卜
瓦
美

湎

四
中
一
/

木
口
理

恵
子

呆

十
四

申
】
而

内
菜

摘
工

罷
千
四

中
)
/

細
井
雅

夫

示

十
四

屮
/

高
鳴
陽
子

薪

田
中
一
/

宮
澤

暉
梨
了

臘

浜
中
)
/

山
崎
千
裕
(

伊

興
中
)
/

曽
根
幹
雄

・嵶

中
)

問
先

卜
納
税
課
整
理
係

e
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

10年度

交
通
安
全
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
交
通
安
全
恵
識
を
碩

茗

た

め
に
い口
つ
て
い
ま
す
。
1
千
1
4
0点
の

心

募
り
な
か
か
ら
、
次
の
方
々
の
作
品
が

入
選
し
芦

処

。
敬
称
眄

□
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
優
乃
賞

山
園
宗
冶

吊

寿
固

二
小
/

市
ヶ
谷

玲
美

芋

寿
第

。屁
小
)
/

尾

坂
圭
介
(

千
寿
桜
生
/

木
内
宏

彰
(
千

寿
桜

小
)
/

小
林
希
帆

西

新
井
小
/

佐

藤
尚
天

西

新
井
小
}
/

尚

詰

里
余

罍

城
小
)
/

高
鳴
桃
代

岳

人
第
一

小
}
/

門
野
梨
沙
(

梅
恥
小
・
/

高
松

陽
介

畆
根
小
)
/

岩
妓
マ
リ
ア

氈

根
小
)
/

松
村
又
里
(

中
島
根
小
/

久
像

哲
(
中
島

根
生
/

松
井

良
仁

吊

島
楔
小
・
/

松
田
理

火
(
中
島
根

生
/

石
川
歩
{

中
島
根
生
/

中
川

ゆ
い
子

弟

島
根
小
}
/

◎福
島
泉
(
屯

出
心
/

可
田
優
余

五

反
野
小
/

杢

縟

浩
充

弘

道
第
一
決
/

常
山

か
お
り
(
竪

心
第
一
心
/

森
田

胞
一

蘰

瀬
小
)
/

石
川

数
馬

蘰

瀬

山
/

島
野
南
衣
(

稜
瀬
小
)
/

横
山
迴
来

犧

瀬
小
)
/

河

野
虫
紘

一
綾

瀬
小
)
/

山
本
吉

二

綾
瀬
小
)
/

齊
薦
ほ
の

か

余
木
小
レ

仙
原
結

詬

愀
興
心
/

相
原
迴
(

東
伊
興

価
/

小
厖
真
理

了
(

柬
伊
興
小
)
/

鈴
木
結
花
(

第
四

中
)
/

加
摩
綾
乃

酌
十
四
巾
}

□
作
文
の
部
侮
秀
觜

志
村
陽
香
(

于

琴
第
三
小
)
/

卵
上
健

太
郎

輦

瓦
中
)
/

戳
思
由
季

瓦
卜

四
中
一

※

・
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
」

「
作
文
の

郡

と
も
に
優
『
良
猖
・
洫
印

多
衣

□
作
品
を
展
示
し
ま
す

期
間

卜
H
月
1
7日
I

四
百

場
所
―
区

役
所
卜
階
ロ
ビ
ー

※
入
送
し
た

部

の
作
文
は
H

月
2
0口
‥ふ
鵄

坦
づ
く
り
区

民
人

会
{
区
呪
听
に

‥ホ
ー
ル

ー
で
朗

鹿
さ
れ
ま
す

問
先

交
通
安
企

係

昔
(
a
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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くら

しの

情

報

国
保
・
年
金
・
税

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

淀
(

崖

も
含
む
)
か
晶

歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
レ
な
け
れ
ば
な
9
聶
尤

。

□
加
入
対
象
者

ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
(

夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
が
、
何
の
年

金
に
も
加
入
し
て
い
な
い
妻
)
、
会
社

奮
萵
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪
失
し

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、
自
営
業
者

に
な
っ
た
方

□
国
民
年
金
の
喪
失
届
け
が
必
要
な
方

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、
就

職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
と
き

□
3
-
覆

保
険
者

厚
生
年
金
加
入
者
の
扶
讐
ね
っ
た

配
偶
者
、
夫

妻

の
会
社
が
瞿
わ
っ

た
配
偶
者
の
方
は
、
足
立
区
へ
手
続
き

を
ず
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3
耨
彼
保

険
者
に
な
n
ま
チ

。

□
2
0
歳
～
3
4
歳
の
方
へ

2
0
歳
～
3
4
歳
で
年
金
未
加
入
で
国
民

年
金
加
入
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方

に
は
茎
健
年
金
番
号
を
お
知
ら
せ
し
、

年
金
手
嗷
と
納
付
書
を
お
送
n
n
羊
子

。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
そ
y。

問
先
日

国
民
年
金
課
適
用
係

年
金
受
給
者
の
方
へ

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

国
民
年
全
原
吁
取
っ
て
い
る
万
が

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
(
ガ
キ
形

式
の
「
年
金
受
給
者

住
所
・
支
払
機

関
変
更
届
」
を
襲
葎
険
事
務
所
に
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
同
時
に
支
払
い
金

融
機
関
の
変
更
も
で
き
ま
す
)
。こ
の

提
出
が
な
い
と
、
年
金
関
係
の
書
類
が

お
手
元
に
届
か
な
ぐ
な
り
ま
す
。こ
の

届
出
用
紙
は
、
社
会
保
哈
霧

所
、
国

民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
に
あ
ひ
ま
す
。

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の
手
啝

で
、
指
定
卜
た
郵
便
局
の
窓
口
で
支
払

い
査
支
け
る
年
金
)
の
豐
・
、
年
金
証

書
と
印
鑑
か
痔
つ
て
、
国
民
年
金
屎
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

問
先
卜
国
民
年
金
屎
給
付
係

国
民
年
金
推
進
員
募
集

あ
な
た
も
2
1世
紀
の
国
民
年
金
を

推
進
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
!

国
民
年
金
推
進
員
と
は
、
年
金
加
入

者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
保
険
料
の
収
納
、

各
種
届
書
の
蔕
け
付
け
や
年
金
相
談
な

ど
蚕
行
う
非
常
勤
職
員
で
す
。

対
象
H

区
内
在
住
の
3
0歳
以
上
5
9歳
ま
で
の

方

勤
務
条
件
H
1
ヵ
月
1
8ら
間
勤
務

王
、
日
、
夜
間
勤
務
可
能
な
方
)

定
員
H
若
干
名

採
用
予
定
日
H
年
2

月
1
日

給
与
卜
基
本
給
十
能
率
給

平
均
月
額
1
7万
3
千
円
前
後
(
過
去
―

年
実
績
)

雇
用
期
間
卜
1
年
(
成
績

等
考
慮
の
上
4
回
ま
で
更
新
可
)

申

込
卜
写
真
を
ほ
っ
た
自
筆
の
履
歴
書
と

作
文
「
高
齢
社
会
と
年
金
の
役
割
」
(
8
0
0

字
程
居

を
痔
参
。
書
類
審
査
の
の
ち

面
接
を
行
い
ま
す

期
限
卜
1
2月
H
日

申
・
問
先
卜
国
民
年
金
課
推
進
係

国
保
と
年
金

保
険
料
は
所
得

控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
と
な
り
、
所
得
蜘
居
良
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
右
手
元
の
領
収
書
や
口
座

振
替
通
知
(
(
ガ
キ
)
、
通
帳
か
ら
領

収
日
彑
謳
を
確
認
し
て
申
t
じ
て
ぐ

だ
さ
い
。
m一
年
中
に
支
払
っ
た
分
が
対

掌
託
酋
汞
す
。
領
収
書
は
添
付
し
な

く
て
も
控
除
は
受
け
叭
れ
ま
す
。

問

先
卜
万
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民
健
康

保
険
課
庶
務
係

▽
国
民
年
金
保
険
料

・・由
民
年
金
課
保
険
料
係

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に

入
れ
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
忝
な
い
方
が

加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家
族
が
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
万
は
、
仞
髷
咒
の
手
憶
荅

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
竍
簽
保
険
の
扶
養
に

な
れ
る
収
入
基
準
は
お
戴
矼
次
の
と

お
り
で
す
。
(
1
)年
間
収
入
が
1
3
0
万
円

未
満
の
万
(
2
)
6
0愽
で
右
し
く
は
障

害
年
金
受
給
者
は
年
間
収
入
が
圖
彑
円

未
澳
の
方

問
先
川
国
民
健
康
保
険
課

資
格
賦
課
係

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

夜
間
納
税
相
談

平
日
の
昼
間
、
区
役
所
に
来
庁
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
納
税
に
関
す
る
相
訪
な

ど
、こ
の
機
会
縱
翁
用
く
だ
さ
い
。

日
時
卜
H
月
1
2・
1
9・
2
6日
、
1
2月
3

・
1
0・
1
7日
(
い
ず
れ
も
木
曜
旦

、

午
後
5
時
～
8
時

場
・
問
先
卜
納
税

第
一
係
・
第
二
係

年
末
調
整説明

会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調

整
の
説
明
会
を
行
い
康
瓦

日
時
等
卜
表
2

問
先
卜
区
・

特
別
徴
収
係

足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
係

昔
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税

係
昔
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表2 年末調整説明会

※ いずれも、時間は午後1時30分～4時
内容については、各税務署または特別徴収係
へお問い合わせください
車での来場はご遠慮< ださい

今
日
か
ら
で
き
るリ

サ
イ
ク
ル

紙
パ
ッ
ク
と

乾
電
池
の
回
収

住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
葯
9
0力
所
の
公

共
禀
忌
ど
で
紙
バ
ッ
ク
と
ア
ル
カ
リ

ーマ
ン
ガ
ン
乾
電
池
受
皿
収
し
て
い
ま

す
(
回
収
ポ
ス
ト
設
置
場
所
は
「
わ
た

し
の
便
利
帳
」
竃

」覧
ぐ
だ
さ
い
)
。

飲
み
終
わ
っ
た
牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
の

紙
バ
ッ
ク
は
艮
質
の
パ
ル
プ
で
作
ら
れ

て
お
り
、
卯
枚
で
4
～
5
個
の
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
牛
汞
れ
寥
冐
汞
歹
。

ま
た
、
紙
バ
ッ
ク
を
囿
餒
使
用
し
た
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
と
て
も
柔
う
か

く
、
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
製
品
に
も
負
け

ま
せ
ん

。
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識

が
貴
専

蠡

林
資
源
を
守
り
祟
T

。

□
回
収
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
と
き
の
注
意

マ
紙
パ

。
ク
…
中
を
昃
っ
て
よ
ぐ
乾
か

し

、
は
啀
み
な
ど
で
切
ひ
閧
い
て
か
ら

入
れ
て
ぐ
だ
さ
い

。

回
収
で
き
な
い

も
の
日
(
1
)内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー
ト
さ
れ

た
も
の
や
茶
色
の
パ
ッ
ク
(
2
)
5
0
0吋

未

満
の
も
の
(
3
)
洗
っ
て
い
な
い
も
の
、

乾
い
て
い
な
い
も
の
(
4
)
カ
ビ
が
ま
兄

て
い
た
り

。
汚
れ
の
ひ
と
い
も
の

※

紙
バ
ッ
ク
幸
(
れ
て
貪

官

ニ
ー
ル
袋

や
ひ

り
ほ
入
れ
な
い
で

ぐ
だ
さ
い
。

▽
乾
電
池
…
回
収
で
き
な
い
も
の
卜
(
1
)

ア
ル
カ
リ

ー
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
以
外
の

電
池
(

例
ト
ボ
タ
ン
型
電
池
・
:販
売
店

で
回
収
/

ニ
カ
ド
電
池
(
充
電
式
)
・・・

右
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力

店
で
回
収
)
(
2
)事
業
所
か
ら
出
る
乾

電
池
(
事
業
者
が
有
料
で
処
理
を
す
る

斎
荏
が
あ
り
ま
玄

問
先
ト
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

□
ご
み
減
量
に
向
け
て
今
な
に
を
す
る

べ
き
か

～
み
ん
な
で
考
え
よ
う

足

立
の
ご
み
は
足
立
で
～

日
時
等
日
表
―

定
員
卜
5
0人
(
抽
選
)

費
用
卩
無
料
申
込
u
(
ガ
キ
に
、住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号

と
「リ
サ
イ
ク
ル
講
座
」受
講
希
望
と

明
記
期
限
日
H
月
1
5
日
必
着
塲
・

申
・
問
先
卜
あ
だ
ち
再
生
館
〒
1
2
0
・

0
0
1
1
中
央
本
町
2
1
9
-
1
　
　
　
　
s

(
3
8
8
0
)
9
8
0
7
』

表1 リサイクル講座

※ いずれも土曜日、時間は午後1時30分～3時30分O講師
・テーマは都合により変更になることもあります

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
聨

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

11月6日～12日
国民年金週間

自分の「ねんきん」について、受給資
格の有無を含めて考えてみてはいかがで`
しょうか。 問先= 厚生年金については、
足立社会保険事務所c3604- 0111
国民年金については、国民年金課推進係

自
転
車
駐
車
場

カ
ー
ド
式
入
退
場
管
理
シ
ス
テ
ム

カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
入
退
場
管
理
シ

ス
テ
ム
が
北
千
住
北
・
綾
瀬
北
・
北
綾

瀬
北
の
区
営
目
転
車
駐
車
場
で
稼
動
し

ま
し
た
。
利
用
者
に
配
布
に
た
カ
ー
ド

を
、
セ
ン
サ
ー
に
近
つ
け
ア
タ
ー
ト
を

開
閉
す
る
も
の
で
す
。
利
用
者
以
外
の

入
場
が
制
限
さ
れ
て
、
利
用
者
の
安
全

性
が
高
ま
n
乖
ヂ

。
ま
た
、
利
用
の
継

続
更
新
も
更
新
機
が
2
4時
間
稼
動
(
更

新
期
間
中
)
し
嫐
歹
の
で
、
日
曜
日
、

夜
間
で
も
手
続
き
で
耋
ぷ
す
。

新
た
に
、
自
転
車
駐
車
場
岑
莉
用
し

た
い
方
は
、
お
問
い
乙
B
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
爿
自
転
車
係

掲
示
板

□
健
康
講
話

日
時
八
1
1
一
月
1
4
日
山
、午
後
2
時
～
3

時
3
0
分
`
謂
ト
ル
ミ
ネ
北
千
住
7
階

ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン

内
容
卜
長
寿
社
会
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
医
師
・
薬
剤
師

と
9

幸

な
関
わ
り
方
(

常
楽
診
療
所

所
長
・
日
向
野
舂
総
色

定
員
=
1
0
0

人

費
用
日
無
料

申
込
U

当
日
直
接

会
場
へ

問
先
卜
汕
足
立
区
薬
剤
師
会

昔
(
3
8
8
7
)
8
9
3
3

□
日
本
語
学
習
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

日
時
儿
霪
心
木
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
卜
海
外
か
ら
の
研
修
生
と
の

日
杢
吃
よ
る
会
話
や
ゲ
ー
ム
な
ど

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
岑
明
記

場
・
申
・
問
先
目

海
外
技
術
者
研
修
協
会
東
京
研
修
セ
ン

タ
ー
・
日
本
語
班

〒
1
2
0
・
8
5
3
4

予
住
柬
L
1
3
0
-
―

昔
(
3
8
～
)
8
2
1
8

□
警
視
庁
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

内
容
卜
子
供
の
非
行
化
や
し
つ
け
な
ど

子
供
に
関
す
る
こ
と
令
酘
秘
密
瞰
守
)
　

登
(
3
5
8
)
4
9
7
0

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

=
出
店
者
募
集
=

▼
1
1月
2
3日
吩

東
栗
原
団
地

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
無
料
Å
乙
千
円
/

電
話
/
矢
崎{一一

(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

▼
1
1月
2
8日
出

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
)

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
1
0
0

区
画
/
出
店
料
無
料
y
2
予
円
/

電
話
/
矢
崎昔

(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

y
1
1月
知一
日
剛

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
)

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
6
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
齊

藤

昔
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2
y
1
1

月
2
9日
剛

谷
在
家
公
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
嶌
臾
の
場

合
1
2月
6
日
/
川
区
画
/
出
店
料
千
円

/
往
復
(
ガ
キ
(
H

月
2
3日
必
着
)
/

メ
ロ
デ
ィ
・
金
子

〒
1
2
3・0
8
4
3

足
立
西
郵
便
局
留

゛
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

▼
1
2
月
6

日
興

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(

旧
本
庁
舎
跡
)

午
前
1
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
8
0区
画
/

出
店
料
千
円
/
電
話
/

高

橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0
y
1
2

月
1
3
日
興

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(

旧
本
庁
舎
跡
)

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
6
0
区
画
/
出
店
料
5
0
0
円
/
往
復
(
ガ

キ
(
開
催
場
所
・
日
時
も
明
記
。1
1
一
月

1
9
日
必
着
)
/
あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
〒
1
2
1
・
0
0
1
1
中
央
本
町
2
-

9
-
卜
あ
だ
ち
再
生
館

゛
(
3
8
8
)
9
8
0
2

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
亊
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

□ 11月11日～17日は税を知る週間身近な税の情報や知識を知っていただくため、各種の行事を行います。くわしくは、お問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 先= 足 立 税 務 署S3870- 8911 西 新 井 税 務 署 豐3840- 1111
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生
活
環
境

改
修
し
ま
す

中
川
土
手
街
路
灯

中
川
沿
い
(
中
川
五
丁
目
か
亟
(
木

三
丁
目
)
の
街
路
灯
の
改
修
工
事
を
行

っ
て
い
ホ
す
。
3
2基
の
街
路
灯
を
新
設

し
、
古
く
な
っ
た
5
9基
の
街
路
灯
啻
収

修
し
求
す
。街
路
灯
が
3
2棊
増
え
て
、

今
ま
で
よ
n
朗
る
く
な
る
の
で
、
自
動

車
や
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
口
ま
す

。

工
事
は

、
1
9一
年
度
ま
で
予
定
し
て
い

聿
歹
。
工
事
期
間
中
は

、
ご
迷
葱
参
お

か
け
し
嫐
万
か

、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

問
先
卜
工
事
課

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路
交
通
騒
音

に
よ
る
障
害
の
防
止
と
適
正
で
合
理
的

な
土
地
利
用
萱
便
y
だ
め
、
国
道
4

号
線
(
荒
川
以
北
)
と
環
状
7
号
線
の

沿
道
地
区
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
沿

逎
地
区
計
画
の
区
域
内

陷
道
の
お
お

む
ね
3
0
m
)で
次
の
こ
な
霑
竹
う
場
合

は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
Q
季
こ

建

築
確
認
申
請
前
で
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
)
。
対
象
卜
(
1
)
土
地
の
区

画
形
質
の
瓸
更
(
2
)建
築
物
の
新
築
、

改
築
ま
た
は
増
築
(
3
)建
築
物
の
用
途
、

形
態
ま
た
は
意
匠
の
荵
更
な
ど

沿
道
地
区
計
画
に
呼
ひ
条
例
施
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
の
居
室
(
沿
道

の
お
お
む
ね
2
0
mの
区
域
内
)
の
防
音

工
事
や
緩
衝
建
築
物

騒
音
が
背
後
へ

通
り
抜
け
な
い
ぷ
冫
な
建
物
)
の
新
築

に
対
し
て
一
部
助
成
す
る
制
摩
石
あ
り

樂
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先

卜
債
蛍
ち
づ
く
ひ
係

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

□
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
(
人
の
動
き
)

調
査

目
的
卜
人
の
勣
き
に
着
目
し
、
道
路
、

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
都
市
交
湧
利
用
実
態

を
正
確
に
と
う
兄
、
将
来
の
総
合
的
な

妻
り
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
※
建
設

省
が
中
七
琺
っ
て
、―
都
t
県
(
東

京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、

茨
城
県
)
が
共
同
で
実
施
期
間
卜
9

月～
1
1
封
対
象
卜
奥
劭
㎞
圈
域
。

区
内
の
対
象
は
統
計
的
な
方
法
で
選
ん

だ
約
8
千
世
帯
(
都
で
暫
(
万
世
帯
、

全
域
で
暇
芳
世
帯
)

調
査
方
法
H

あ
う
か
じ
め
(
ガ
キ
で
連
絡
し
、
調
査

員
が
調
査
票
壷
配
付
し
て
後
日
回
収

内
容
=
期
間
中
の
あ
る
L
日
に
つ
い
て
、

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
、
ど
の
ぷ
刄
湮
通
機
関
を
、
ど
の

ふ
つ
に
利
用
し
た
か
」

問
先
卜
区
・

都
市
交
通
課
袤
応
は
都
・
都
市
計
画
局

交
通
企
画
課昔

(
～
8
8
)
3
2
8
{
j

□
住
宅
需
要
調
査

目
的
卜
全
国
の
家
庭
の
皆
さ
ん
に
、
住

宅
に
つ
い
て
日
ご
ろ
の
考
凡
を
伺
う
も

の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
施

策
の
重
要
な
資
料
こ
y
る
も
の
(
全
国

各
地
の
都
道
府
県
、
市
町
村
の
協
力
で

建
設
省
が
、
1
2月
1
日
現
在
で
実
施
)

対
象
日
無
作
為
抽
出
し
た
都
内
の
約
1

万
世
帯
(
全
国
で
は
約
1
1
芳
世
帯
)

期
間
卜
1
1
一
月
2
4
日～
1
2
月
7
日
調
査

方
法
卜
統
計
調
査
員
証
を
痔
つ
た
調
査

員
の
訪
問
調
査

※
同
時
に
、
対
象
世

帯
の
ま
わ
り
の
住
宅
地
等
を
調
査
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
先
卜
区
・
住
宅
課
ま
た
は
都
・
住
宅

局
住
宅
政
策
Ξ

a
(
5
3
2
0
)
4
9
1
3

水
洗
化
が

可
能
に

な
り
ま
し
た

表
3
の
佃
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
目
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

?
5
6
9
7
)
2
4
5
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
卜
計
画
調
整
課
助

成
係

表3 水洗化可能地域

催
し
物
ガ

イ

ド

世
代
を
超
え
た演

奏
会

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
8

日
時
H
1
1月
2
2日
聞
、
午
後
1
時
開
演
(

開
場
は
3
0分
前
)

場
所
U
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

出

演
(
順
)
日
足
立
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
/
蒲
原
中
/
中
学
校
合
同
(
笙
(

・
第
十
四
・
花
保
)
/
舎
一
金
管
バ
ン

ド
/
ク
レ
イ
ジ
ー
コ
ア
/
ア
カ
デ
ミ
カ
/

第
四
中
/
ウ
イ
ン
ド
ク
ル
ー
/
足
立

ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
/
中
学
校
合
同
(

伊
興
・
上
沼
田
・
西
新
井
)
/
第
十

一
中
/
ア
ヴ
ァ
ン
プ
ル
ミ
エ
/
中
学
校

合
同

蒲
原
・
花
畑
)
/
潤
徳
女
子
高

校
/
足
立
吹
奏
楽
団

費
用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜
実

行
委
員
会
事
務
局
(
文
化
振
興
係
内
)

音
楽
を
楽
し
む

ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

第
7
回
常
東
地
区
音
楽
祭

千
住
常
東
地
域
2

晁
好
き
の
仲
間

に
よ
豪
キ
づ
く
り
の
=
累
会
で
す
。
小

・
中
幸
生
2

黽
・
吹
奏
楽
や
プ
ロ
の

音
楽
家
に
よ
る
ス
テ
キ
な
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
卜
H
月
1
5日

旧
、午
後
1
時
3
0分
(
開
場
午
後
L
時
)

場
所
卜
第
土
(
中
学
校

内
容
卜
常
柬

地
域
の
小
学
校
、
中
学
校
の
児
萬

生

徒
に
ょ
ゑ
叭

と
吹
奏
楽
/
バ
イ
オ
リ

ン
・
横
山
和
加
子
氏
、
ピ
ア
ノ
・
佐
々

木
祐
子
氏
に
よ
る
二
重
奏

費
用
u
無

料

※
上
屡
篆
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
先
卜
千
住
嵒
ふ
毘
区
セ
ン
タ
ー
　

a
(
a
8
2
)
1
2
1
8

毒
ほ
住
区
推
進
課

地
域
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
美
術
展

日
時
八
1
1
一
月
2
1
日
～
2
8
日
、正
午
卜
午

後
7

時
(
最
終
日
は
午
後
5

時
)
場
所

目
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
卜
無
料

問

先
卜
文
化
振
興
係

子
ど
も
会

育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

□
「
地
域
と
子
ど
も
と
育
成
会
」

～
つ
な
が
り
か
ヽ
ヴ
育
感
苳
考
え
る
～
　

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、何

か
で
夸
夕
か
考
各
に
‘
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
八
1
1
月
2
9
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時

場
所
卜
区
役
所
1
3階
会
議
室

対
象
卜
1
6歳
以
上
で
子
ど
も
会
活
動
に

墺
わ
っ
て
い
る
方
、
興
味
・
関
心
の
あ

る
万

内
容
卜
▽
講
演
会
・
:柴
田
俊
明

氏
(
東
京
小
中
学
生
セ
ン
タ
ー
館
長
)
/

分
散
会
・
:わ
た
し
の
ま
ち
の
育
成
会

費
用
=
講
演
会
は
無
料
。
分
散
会
ま
で

出
席
の
方
は
2
0
0円(
昼
食
代
)
申
込
卜

電
話

期
限
卜
1
1月
1
9日

申
・
問
先

日
少
年
育
成
係

音
の
な
い
世
界

聴
導
犬
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

聴
覚
障
害
者
の
耳
が
わ
n
と
な
っ
て

働
く
聴
導
犬
の
こ
と
秬
学
び
、人
と
動

物
が
快
濟
呈
霑
聚
透
れ
る
社
会
を
考

え
祟
T
。※
手
話
通
訳
有
り
日
時

H
1
1
月
2
2
日
㈲
、午
後
2
時
～
4
時

定
員
卜
5
0人

費
用
H
無
料

講
師
卜

藤
井
多
熹
史
氏
(
オ
ー
ル
ド
ッ
グ
セ
ン

タ
ー
代
表
)
申
込
卜
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
ー
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
(
フ
ァ
ク
ス
)
番
号
を
明
記

場
・
申
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー
〒

1
2
3
・
8
4
1
西
新
#
1
-
4
-
1
7
　
　
　
　

容
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1
　
　
　
　

醤
(
3
8
5
6
)
5
5
3
0

冬
季
区
民
教
養
講
座

日
時
H
p
一
月
6
日
面
、
午
後
し
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
場
所
卜
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内
容
卩
「
新
吉
原
」
・
「
千
住
宿
の
遊

所
」
講
師
卜
安
藤
義
雄
氏
(
郷
土
博

物
館
特
別
専
門
員
)
費
用
卜
無
料

(
先
着
8
0
人
に
資
料
配
布
)
申
込
卜

当
日
直
接
会
場
へ
問
先
卜
郷
土
博
物

館
昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
`
j

教 育 相 談
学校に行くのを嫌がる、忿葉が遅

いなど、お子さんの教育上の悩みに
ついて専門の相談員が相談に応じて
います。
□ 面接相談

日時毎週月～令曜日( 祝日を除く) 、
午前9時～午後5時申込=電話
場・申 ・問先

教育研究所S3859- 9531
綾瀬分室S3838- 3588

鹿浜分室253856- 了了35

□ 電話相談
日時=毎週月～金曜日( 祝日を除く) 、

午前9時～午後4時30分申・問先

= 教育研究所S3884- 7867

児
童
遊
園
の
廃
園
と

工
事
に
よ
る
公
園
の
閉
鎖

□
千
住
若
松
児
童
遊
園
(
中
央
本
町
2
-

1
3
)

都
営
住
宅
琴
魯
え
の
た
め
、
1
1
一
月

末
ご
ろ
廃
園
ま
酋
季
y
。

□
宮
城
公
園
(
宮
城
1
-
3
8
)
/
橋
田

公
園
(
保
木
間
1
1
1
7
)

改
良
工
事
の
た
め
、
1
1
1
1
年
3
月
末
ご

ろ
ま
で
全
面
使
用
で
瀲
汞
せ
ん
。

□
東
保
木
間
公
園
(
東
保
木
間
2
-

1
3
)
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
公
園

(
柬
保
木
間
2
-
召
/
道
海
公
園

(
南
花
畑
5
-
拓
)

東
京
電
力
の
送
電
線
鉄
塔
建
て
替
え

工
事
の
た
め
、1
1年
7
月
ご
ろ
ま
で
一

部
が
使
用
で
瀲
汞
せ
ん
。

ご
淕
悉
を
お
か
け
に
羊
子
か

、
ご
協

力
を
お
願
い
し
祟
罵

問
先
=
公
園
管
理
係

区
立
梅
島
小
学
校

仮
設
校
舎
へ
移
転

区
立
梅
島
小
学
校
は
改
築
の
た
め
、

仮
設
校
`
に
移
転
し
嫐
歹
。期
間

卜
1
0
月
2
7
日
～
1
2
年
7
月
3
1
日
移

転
場
所
卜
梅
田
7
-
1
9
-
3
5
(
中
央

図
書
館
北
『

元
東
京
電
力
梅
田
電

柱
置
き
場
』

問
先
目
学
校
教
育
部

施
設
課

第
1
3回
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

対
象
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
題
材
=
区

内
の
公
共
施
設
・
名
所
・
旧
跡
・
文
化

遺
産
・
伝
統
行
事
・
足
立
の
花
火
大
会

・
河
川
・
街
並
な
ど
応
募
規
格
=
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
ひ
、ふ
ち
な
し

(
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
は
除
く
)
表
彰

=
推
薦
―
点
・
特
選
ご
?
凖
特
選
4

点
・
入
選
1
0点
・
佳
作
1
5点

申
込
=

応
募
用
譽
茘
淞
笑
ほ
郵
送
※
応

募
用
紙
は
、足
立
区
観
光
協
会
事
務
局
、

各
区
民
事
務
所
、区
内
写
真
商
業
協
同

變
笳
盟
店
に
あ
n
ま
す
受
付
期
間

卜
1
2
月
1
日
～
H
年
1
月
2
9
日
申
・

問
先
卩
足
立
区
観
光
協
会
(
産
業
振
興

課
内
)
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本

町
1
1
1
7
-
―

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
　

投
稿
募
集

「
我
が
家
の
正
月
」

お
せ
ち
料
理
、
朷
も
う
で
、
旅
行
…
、

正
月
に
関
す
る
投
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。申
込
卜
住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
4
0
0
字
程
度

に
ホ
と
め
て
郵
送
ま
麗
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
H
月
1
5
日
申
・
問
先
卜
広
報

係
〒
剛
一
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-

1
7
1
1叨

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

みんなの
ページ

募集中!
毎月10日号のみんなのページ。イ

ラストや写真、皆さんの身近な話題
を募集中です、申 込= ハガキに住所、
氏名、年齢 【学年】を明記 申・問
先= 広 報 係 〒129- 8510 中 央本
町1- 17- 1

F
西
新
井
帶
'
}
お
ぱ
け
煙
突
(
昭
和
3
0
年
ご
ろ
)
　

写
真
提
供

遠
藤
幸
夫
さ
ん
(東
綾
瀬
三
丁
目
)

▲ 水族館C ウツボとウミヘビとタツノオトシゴ)
臼倉祥さん( 中鳥根保育圃・4 齔

□ 都民カレッジ丸の内キャンパス開講期間=11年1月～3月( 1科目6～11回) 内容=「江戸・東京市民の行楽と旅」「首都圏・緑の回廊論」ほか58科目
※ 受付などくわしくは都民カレ ッジ丸の内キ ャンパス( 千代田区 丸の内3- 5- 1 東京国際フォーラム地下1 階) へC3215- 4321
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あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り

ト
ラ
ス
ト
講
演
会

&

ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

N
P
O
(
非
営
利
組
織
)
の
あ
ひ
方

や
、
地
域
で
の
特
色
あ
る
住
民
活
動
に

ス
ボ
ッ
ト
童
の
て
、
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
探
つ
て
い
き
ま
す
。

日
時
卜
1
1
月
2
3
日
呪
、午
前
1
0
時
～
午

後
4
時
3
0
分
場
所
目
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
こ
ど
も
科
学
館
内
容
日
マ
講
演

会
・
・
・
「ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
N
P
O

の
宍
劭
ご
山
岡
義
典
氏
(
日
本
N
P
O

セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
)
/
「N
P
O
の

実
践
例
を
と
お
し
て
」井
口
百
合
香
氏

(
暮
ら
し
の
企
画
舎
代
表
)
▽
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
・
・
「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り～

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
へ～
」
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
・
高
見
澤
邦
郎
氏
(
東
京

都
立
大
学
教
授
)

問
先
卜
ま
ち
づ
く

口
麁

昔
(
3
尚
O
)
5
1
1
1

㈹

都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
業
情
報
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

足
立
荒
川
板
橋
、
北
の
4
区
主

催
で
、
企
業
情
報
交
鳫
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
き
奪
T
。
企
業
の
皆
さ
ん
の
情
報
交

換
、
新
規
取
引
先
の
開
拓
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
し
て
翁
用

く
だ
さ
い
日
時
八
1
1
一
年
2
月
6
日

出
、
午
後
6
時
y
8
時
場
所
卜
足
立

区
役
所
1
3階
大
会
議
室

内
容
ト
テ
ー

マ
別
交
流
会
/
個
別
商
談
会
/
自
社
P
R

コ
ー
ナ
1

ま
宮
T
2
0
0人

費
用
凵

人
4

千
円
(
当
日
払
い
)

申
込
H

申
込
翳
類
(
電
話
請
求
)
を
提
出

期

限
卜
1
2月
1
8日

申
・
問
先
卜
工
業
振

興
係

昔
(
3
尚
O
)
5
1
1
1

㈹

第
7
回

ふ
く
ふ
く
祭
り

日
時
I
H
月
2
8
日
出
、午
前
1
0
時
～
午

後
2
時
場
所
=
綾
瀬
福
祉
園
(
綾
瀬

障
害
福
祉
施
設
内
・
柬
綾
瀬
―
-
2
6
1

2
)

内
容
=
お
オ
も
う
さ
ん
に
よ
る

モ
チ
つ
き
(
午
前
1
0時
・
正
午
の
2
回
)
/

活
動
公
開
/
バ
ザ
ー

問
先
卜
綾
瀬

福
祉
園

昔
(
～
0
5
)
7

Å
7

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
8
8
2
)
5
3
7
0

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
7
)

大
鷲
神
社

大
賢
神
村
ほ
、7
月
の
獅
子
舞
、H

月
の
酉
の
市
な
ど
で
有
名
な
狎
社
で
す
。

そ
う
い
っ
た
に
ぎ
や
か
な
{
猿
も
い
い

も
の
で
す
が
、
静
か
な
日
に
訪
ね
て
み

る
の
を
袤
縋
わ
い
の
あ
y
y
‘
}の
で
す
。

境
内
に
入
る
と
、
大
忝
な
木
立
が
並

び
、
木
濡
れ
日
の
な
か
、
小
鳥
の
さ
え

ず
ひ
が
途
切
れ
る
こ
と
な
ぐ
聞
こ
え
て

章
豕
す
。
街
の
ざ
わ
め
忝
か
ら
離
れ
て
、

別
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
気
さ

え
し
て
き
ま
す
。

少
し
時
間
の
あ
る
日
に
、
ブ
ラ
リ
と

行
っ
て
み
た
い
。
そ
ん
な
場
所
で
す
。

花
畑
7
1
1
5
…

東
武
バ
ス
(
谷

筱
駅
～
花
畑
桑
袋
団
地
)
草
加
記
念

体
育
館
下
車
徒
爭
λ
ま
改
策
武

バ
ス
(
竹
の
筱
駅
工
化
畑
団
杤

花

畑
団
地
下
車
徒
歩
E
芬

※
今
年
の
酉
の
市
は
H
月
1
0日
・
2
2日

で
す
。
あ
な
た
の
憩
い
の
場
所
を
お
知

ら
せ
ぐ
だ
さ
い
。
(

広
報
課
)

花だより
公孫樹

イ
チ
ョ
ウ
や
ソ
テ
ツ
な
ど
の
植
物
を

櫺
子
値
物
と
い
い
ま
す
。こ
れ
ら
が
最

も
栄
え
て
い
た
の
は
ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
白

亜
紀
に
か
け
て
の
恐
竜
の
時
代
で
す
。

こ
の
こ
ろ
の
地
球
は
櫺
子
植
物
の
森
に

覆
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
吸
物
は
恐

竜
た
ち
の
重
要
な
食
料
に
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
イ
チ
ョ
ウ
は
こ
の
こ

ろ
の
裸
子
吸
物
の
子
孫
で
す
。

イ
チ
ョ
ウ
は
針
葉
樹
の
仲
間
で
T
。

( 植 物の和名漢宇は当 て字もありますが、

興味ある字が多いので紹介しています)

葉
の
幅
が
広
く
、
秋
に
な
る
と
黄
葉
す

る
こ
の
木
が
針
葉
樹
と
は
意
外
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
木
の
形
や
葉
脈

な
淞
毆
察
す

べ

針
葉
樹
の
特
徴

か
現
れ
て
い
ホ
フ
。
落
葉
す
る
針
葉
樹

は
珍
し
く
、こ
の
豕
以
外
に
よ
く
見
か

け
る
の
は
、
カ
ラ
マ
ツ
や
メ
タ
セ
コ
イ

ア
ぐ
ら
い
で
す
。

ど
こ
で
も
み
か
け
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木

で
t
か
、
特
徴
聚
麥
竟
る
と
似
た
よ

う
な
仲
間
が
少
な
い
、
変
わ
っ
た
植
物

で
も
あ
り
ホ
罵
(

公
園
緑
地
課
》

イ
チ
ョ
ウ
の
あ
る
公
園
・
・
・
諏
訪
木
第

一
公
園
(
西
新
#
4
-
2
9
)
ほ
か

スケッチ あだち このコーナーではまちの情報・話題を

お待ちしていま す。

問 先 二広 報係3880- 5111 ㈹

陸上競技場オープン( 10月10日)

緑の公園フェスティバル' 98
( 10月10・11日)～都立舎人公園～

卜
完
成
し
た
上
フ
ッ
ク
で
み
ん
な
一

緒
に
ヨ
ー
イ
ド
ン
!

1
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

熱
気
球
も
大
人
気

足
立
区
・
鹿
沼
市

1
0
0
k
m
リ
レ
ー

石
つ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ

し
ょ
い
…
」
降

し
き
る
雨
の
中
、
大

齊
箍
け
声
と
共
に
約
1
2
0人の
ラ
ン
ナ

ー
が
鹿
沼
市
役
所
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

9
月
2
6日
出
、
鹿
沼
市
制
5
0周
年
を

祝
し
て
、
足
立
区
・
鹿
沼
市
1
0
0㎞リ
レ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
足
立

区
役
所
か
ら
鹿
沼
市
役
所
ま
で
の
約
1
0
0

佃
屑
屋
間
に
竝
そ
両
区
市
の
愛
好

家
が
リ
レ
ー
す
る
も
の
で
今
回
が一
回

目
の
開
催
で
す
(
第
1
回
は
足
立
区
制
6
0

年
で
鹿
沼
市
と
友
好
都
市
提
携
膏
鞆

ん
だ
平
成
4
年
)
。

午
前
7
時
3
0分
、
足
立
区
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
に
足
立
区
役
所
を
ス

タ
ー
ト
。
午
後
か
ら
は
あ
い
に
く
の

天
気
と
な
り
、
主
催
者
側
も
「
無
理

を
し
な
い
ぷ
つ
に
。
棄
権
し
て
も
い

い
ん
で
す
よ
」
と
呼
び
掛
け
る
ほ
ど
。

と
こ
ろ
が
、「ど
う
せ
濡
れ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
か
ら
」
と
、
自
分
の
担
当

区
間
以
外
皇
肯
続
け
る
人
も
=
・
。

そ
し
て
午
後
5
時
3
0分
、
参
加
者
全

員
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
足
立
区
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
鹿
沼
市
に
無
事
に

届
け
ま
し
た
。

懇
親
会
の
前
に
、
急
き
ょ
、
み
ん

な
で
市
役
所
近
ぐ
の
銭
湯
へ
。
汗
と

雨
を
洗
い
流
し
て
、
お
互
い
の
健
闘

夲
称
え
あ
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

10/10・11あだちまつり
A- Fest a' 98

北千住駅西口は足立
ブランド産業まつりで
にぎわい ました

「森が笑 つてる、広場が踊 つてる! 」の
テ ーマにピッタリの元溯江公園

あだっちボールは総合スポー
ツセンター会場で熱戦が繰り
広げられました

うまく当たるカナ?
スポーツカーニバルも同
時開 催( 10 月10日)

お
年
寄
り
に
大
好
評
!

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ
演
奏
会

1
0月
6
日
㈹
、
老
人
保
健
施
設

「
千
寿
の
郷
」で
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
音
楽
講
習
会
「リ
「
ビ

リ
テ
ー
タ
ー
ズ
」
が
演
奏
会
を
し
ま

し
た
。こ
の
ク
ル
ー
プ
は
脳
血
管
障

害
黴
鷹
匠
な
ど
で
障
害
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
で
構
成
。
尺
木
節
」
や

泥

こ
が
れ
の
「
ワ
イ
航
路
」
な
ぐ
冨
一

露
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
自
然
に
手

拍
子
や
合
唱
が
お
こ
り
、
公
吊
か

な
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

優勝あめでとう! 　　
『佐野寿会』

第35回
東京都老人クラブ芸能大会

9
月
1
7日
、
新
宿
の
厦
生
年
金
会

館
で
都
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
選
ば
れ

た
4
4団
体
が
踊
り
を
披
露
。
足
立
区

の
『
佐
野
寿
会
』
さ
ん
が
息
の
あ
っ

た
見
畠
な
踊
り
で
優
勝
、
厚
生
大
臣

杯
啻
キ
に
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ネ
冢

▲ 優勝カップ ・賞状とともに佐野 住区セ
ンターへ凱旋

◎ 北野大教椏のサイン 入n 角紐は、太田々子さ ん ぐ梅畆存倖1 べら; 屁六力キ匚か_j R 圦アヽ冫ら戸ヽ太いさ七_ ぞrフフ睾gi攣丶

古紙配合 率70% 再生紙を使用してい ます AOHi 240, 000


